
アプリケーションノート

環境分析

1 回の分析ですべての元素を測定
中国 HJ-804 メソッドに従って、土壌サンプルを前処理しました。Agilent 5800 VDV ICP-
OES と SPS 4 オートサンプラ AVS 6 スイッチングバルブシステムを使用し、DTPA 抽出土
壌サンプル中の生物学的活性のある 8 元素を測定しました。 

IntelliQuant スクリーニングなど、Agilent ICP Expert ソフトウェアの機能をメソッド開発に
用いました。この手法により、高品質な結果が得られ、サンプルの再測定の必要性を最小限
に抑えられました。IntelliQuant 対応の定量ワークシートによって、半定量分析が可能にな
り、定量データをサポートするサンプル情報が得られました。

IntelliQuant スクリーニングによる 
3 ステップのシンプルなメソッド開発
メソッド開発には、手間と時間がかかる場合があります。メソッド開発が不十分だと、不正
確なデータが報告され、コストのかかるサンプルの再測定が必要になることがあります。
IntelliQuant スクリーニングは、次の 3 つの容易なステップでメソッド開発を支援します。

ステップ 1: IntelliQuant スクリーニングでサンプルを分析 
IntelliQuant スクリーニングは、短時間で簡単にセットアップできます。元素や波長を選択す
る必要はありません。IntelliQuant スクリーニングでは、わずか 15 秒間で全波長範囲のデー
タを取得します。その後、自動元素検出アルゴリズムによって元素と波長が選定されます。

ステップ 2: 使用可能な波長から選択して定量メソッドを作成 
IntelliQuant スクリーニングが、各サンプルから検出された各元素の推奨波長リストを提示
します。 

今回のアプリケーションでは、IntelliQuant スクリーニングよって選定されたすべての波長が 
HJ-804 規制メソッドでも推奨されており、IntelliQuant アルゴリズムの信頼性が示されました。

Mn を例に説明すると、IntelliQuant スクリーニングは複数の波長を 5 段階のランキングで評
価し、これらの波長が定量メソッドに適している可能性が高いことを示しました (図 1)。
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図 1. IntelliQuant による Mn 波長のランキング表。赤色のクエスチョンマークを 
クリックすると、この波長の評価が低い理由を示す情報が表示されます。 
このケースでは、Fe の干渉の可能性が識別されました。

IntelliQuant スクリーニングでは、信号強度、バックグラウンド形
状、干渉の排除に基づいて、Mn 257.610 nm と 293.305 nm 
の両方の波長が 5 つ星と評価されました。HJ-804 メソッドでも
この 2 つの波長が推奨されています。

評価の低い波長の横の赤色のクエスチョンマークは、この波長に
問題があることを示す目印です。強い Fe 干渉があるため 1 つ星
評価となっていることが、ポップアップで示されたヒントによって
示されています。こうしたサンプル情報に基づき、この波長は最
終的なメソッドから除外されました。

ステップ 3: サンプルを分析して半定量データを取得 
IntelliQuant スクリーニングで推奨された波長を用いて、定量分
析を実行しました。分析中、もう 1 つのソフトウェア機能である 
IntelliQuant によって、各サンプルから半定量データを取得しま
した。図 2 に示すように、この手法では規制メソッドを実行しな
がら、サンプル中に存在する可能性がある最大 70 種類の元素の
半定量データを取得できます。 

IntelliQuant は、IntelliQuant スクリーニングと同じ自動元素検
出アルゴリズムを使用して、各元素の各波長で半定量データを評
価します。このソフトウェアにより、サンプル中のすべての元素の
おおよその濃度を計算し、スペクトル干渉の存在を自動的に特定
できます。

図 2. サンプル中の全元素の濃度を示す IntelliQuant のヒートマップ

最終結果の信頼性をさらに高めるために、IntelliQuant データを
使用して全定量結果を検証することができます。表 1 に示すよう
に、IntelliQuant で測定された半定量濃度は全定量値の ±25 % 
内に入り、分析結果の信頼性が向上しました。

表 1. 定量値と IntelliQuant データの比較 

元素 濃度  
(mg/L)

元素 濃度  
(mg/L)

定量値 IntelliQuant 定量値 IntelliQaunt

Cd 0.15 0.17 Mn 8.57 9.12

Co 0.07 0.05 Ni 0.54 0.54

Cu 3.30 3.46 Pb 4.38 4.63

Fe 29.3 28.4 Zn 43.9 43.9

サンプルの詳細な情報を把握
Agilent 5800 VDV ICP-OES は土壌中の生物学的活性のある 8 
元素のルーチン分析に最適です。IntelliQuant スクリーニングと 
IntelliQuant により、分析メソッドと最終分析結果の信頼性が向
上します。分析前にサンプル組成について詳細に知ることで、再
測定の必要性が低減し、時間と労力を省くことができます。 
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